
会 議 議 事 録 

会 議 名 令和 4年度 第１回 学校関係者評価委員会 専門学校 東京工科自動車大学校品川校 

開催日時 2022年７月 7日 (木)  １7時 30分 ～ 19時 10分 

会  場 専門学校東京工科自動車大学校品川校 32教室 

参 加 者 委員 

（敬称略）  

7名 

  

（出席：6名） 

稲垣正義、酒井崇、西岡竜一郎、木下昌明、大槻明子、間島和明 

（欠席：１名）兼松邦明 

事務局 ３名 佐藤康夫、澁谷健、市川隆由 

会 議 録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．校長挨拶 

・開催に向けて校長の佐藤より挨拶があった。 

学校関係者評価委員会の成り立ち及び近況に関した概略報告 

続いて副校長 澁谷より着任挨拶ならびに自己紹介があった。 

 

２．委員会成立の確認 

・事務局より委員会メンバーの出欠（7 名中 6 名出席）確認がなされ、本委員会の成立が承認

された。 

 

３．学校関係者評価委員および事務局メンバーの確認と議長選出 

・本委員会の成立を受け稲垣委員が議長、酒井委員が書記として選任された。 

 

４．議事 

議案１．前回議事録の確認 

事務局（澁谷）より前回議事について配布資料 Bに基づき説明。 

議案 1について各委員により承認された。 

 

議案 2．２０21年度 自己評価結果について 

事務局（佐藤）より配布資料Ｃに基づいて実績報告がなされた。 

前年度に比べ退学者が減少し研修会への参加が増加したことはプラス要因である。 

議案 2について各委員により承認された。 

 

議案 3．２０21年度事業計画、実績報告（佐藤） 

事務局（佐藤）より配布資料Ｃに基づいて以下の実績報告がなされた。 

①２０21年度就職実績の報告 

・毎年８月末１００％達成の目標を掲げ、各科とも以下の結果となった。 

１級科：８／末 １００％達成 

整備科：11／末 100％達成 

HD科：8／末 １００％達成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１級科では海外で活躍できる企業への就職目標を 30%とし、結果として４名（33%）が達成した。 

 

②２０２1年度募集実績 

・資料に基づき各科毎の募集実績について説明した。 

・整備科、ＨＤ科については概ね目標値を達成した。 

・１級科は目標達成に至らず。要因として１級整備士のステータスを伝え切れてなかった。 

・コロナ禍で留学生の入学者数が激減、全体への影響も大きかった。 

③２０２1年度国家資格合格実績 

・２級：97.5% 目標値 100%を若干下回ったが大きな問題は生じていない。 

・1級：筆記 91.7%、口述 100% 概ね目標を達成した。 

④２０２1年度進級・卒業・退学実績 

・退学率を 5%に設定、早期問題発見に努め退学者の減少に繋がった。結果 4.9%（目標達成） 

⑤２０２1年度実績 学生研修＆教職員ＦＤ 

・コロナ禍が継続し研修会開催も限定されたが参加実績としては前年を上回った。 

議案 3 について各委員により承認された。 

 

４．報告事項 ２０２2年度事業計画と取り組み内容 

事務局（佐藤）より以下の報告がなされた。 

①数値目標 

就職率、資格取得率、進級・卒業率、退学率、出席率、履修管理、ＡＧ評価、学生アンケー

ト等の教務課題と見学・出願率、１級科編入目標を定め人事評価、校評価の評価値として取

り組んでいる。 

②募集目標 

反応者数から目標値を定め、見学者数と見学出願率向上に向けて取り組んでいる。 

本年度は１級科１１名、整備科１５名、ＨＤ科２３名 合計４９名入学を目標値として定めた。 

③就職目標 

昨年同様の目標値を掲げ取り組んでいる。 

6月末時点で 1級科：100%、整備科：78%、ＨD科：86%の実績及び途中経過となっている。 

 

続けて、事務局（渋谷）より以下の報告がなされた。 

 

①無償化機関要件、職業実践専門課程の公開情報に関する進捗状況の報告 

②2022年度事業計画について主な年間スケジュールを中心に説明した。 

 

６．意見交換 

・募集計画についてコロナ禍での留学生激減に対する改善は見込めるのか？ 

⇒日本語学校での現地オンライン日本語教育への取り組み、来日後 1年での卒業扱い等の取

り組みが行われている。コロナ禍以前の状況に戻るのは 2027年（５年間を要す）との見方もあり

一気の回復とはなり難い状況にある。現地にいる留学生、日本語学校への情報提供を強化し

さらに踏み込んだ日本語学校との連携強化を進めている。 



会議風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・当社での女性スタッフの活躍、意識の変化を感じている。学校における教育の成果と捉えて

いる。 

・１級整備士資格取得者について企業での人事評価向上に向けて対策はあるのか？ 

⇒国の制度として１級資格取得者に対する差別化を提案するも業界からの反発も強く抜本的な

改善までには至っていない。しかしながらこれからの時代のトレンドとなること、必要な技術習得

となることは必須と捉えている。 

 

・女子学生の就職先として、整備職以外での自動車業界への就職は？ 

⇒直接整備に携わらなくとも業界では自動車の知識を有した人材は必要とされており求人先は

あり得る。 

 

・その後、ＳＮＳの活用、発信力向上については改善されているか？ 

⇒動画作成と Youtube配信への取り組みで改善を図っている。 

委員の中でも、配信を確認したとの意見。 

・コロナ禍でありながら学生が元気に取り組んでいる姿が伺え好感を抱いて見ている。 

・前年に比べ当年度の就職状況がスロースタートとなっている点が気掛かりであるが、今後に

向けて改善等方策はあるか？ 

⇒多少の遅れ傾向は見られるものの慎重に取り組んでいる結果であるとも言える。特に、留学

生の就職指導に手間を要し内定が遅れてしまう点が要因として上げられる。課題として語学力

の強化、面接対応等の指導に取り組み自動車運転免許の早期取得を推進している。 

 

【現在の取り組み】 

・コロナ禍でありながら学内での感染拡大はなく、教務スケジュールは順調に推移している。 

・感染対策も継続して取り組んでいる。 

・本年度も長野実習を中止とした。 

・資格制度の改正があり国家試験の受験日の前倒し、年度内に結果が出るべく従来のスケジ

ュール変更を国が検討しており、将来教務スケジュールの進行について年間計画を見直すこ

とが考えられる。 

 

<事務局連絡> 

・次回会議日程   2022年 11月 2日（火）17:30開始 

             於：東京工科自動車大学校品川校 教場 

 

以上の報告および連絡事項を以て委員会を終了した。 

 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

             

以上 

 


